奴隸の 労役に よって された 時代から、 有名な 築城 師が 

あらわれました。 ついで、 芸術家と しての 名 建築家が、 

王侯貴族 たちの 名声と 権力と 金の 力と をつ くして その 

腕 を 発揮し ました。 近代 社会の 経済 機構が 基礎 を かた 

めてから は、 資本が、 建築の すべての 条件 を 決定す る 

ようになりました。 建築家 は 自身の どんな 想像力 を 具 

体 化する ことが 出来た でしよう。 資本が、 その 天性に 

したがって 強力 無慈悲な 計算 をす る、 その 計画に、 ど 

の 程度の プロ メシ ウス 的な 反抗 をした でしよう か。 

例えば、 ひところの 住宅 建築に、 空間の ぬけ 目ない 

利用 或は 立 * 化と いう ことが 流行った ことがあります。 



一 定の 高さに 落着いたら、 それ は ダブル • ベ ッド でし 

た。 シ ー ッも枕 も かけもの も、 みんな そっくり その ま 

ま 入れた ままに なって います。 びっくりして 見て いる 

目の前で、 可笑しい 手品 をして 見せる ように、 又 ボタ 

ンを 押しました。 尨大な ダブル • ベッド は、 緩慢に 力 

ラを 閉じて すべす ベ した 鏡板に 戻って しまいました。 

「何て、 簡単なん でしよう！」 

子供ら しい 私の 感嘆 は、 夫婦 を 非常に 満足 させた よ 

うです 

「全く 簡単です よ。 家庭の 妻の 負担 は、 本当にへ り ま 

す。 御存知でしょう？ 寝床つ くりが 一 仕事な の を I 



I ね」 

そして、 今度 は 細君が、 一 つの 戸棚の ような ドア を 

あけて、 流し元 を 見せて くれました。 一 つの 窓 もない 

箱の 中に、 昼間の 電燈が キラ キラして、 手 をのば せば、 

万端の 用事が 済む ように 出来て います。 何と 能率的で 

しょう。 でも また、 何と 薬局め いている でしよう。 

ベッドに しても、 それが 開いて 下りて 来る と 殆ど 室 一 

杯に なって、 本 を 読む せき もない ようです。 

丁寧に 感謝して 去り ましたが、 私の 心に は その 時 か 

ら 深い 疑問が 残されました。 「人間の 家族が、 ほんと 

に 人間ら し く暮す に は、 どれ だけの 空間が いるもの だ 



前進 させ、 解決して いらっしゃる でしよう。 一 つの 建 

物 を、 本当に 人民の 幸福 を 語る ものと して 持つ よろこ 

び を、 どのよう にして 準備して いらっしゃる でしよう 

ゝ o 

力 

「建築家」 という 仕事が、 単に 石と 木と 泥と 設計図 だ 

けの 中に ない こと は、 まことに 自明です。 

建築家の 娘で あり、 作家で あり、 人間の 幸福 を 切望 

する 一人の 婦人で ある 私 は、 歴史の あたらしい 発展 者 

である 〔九 字 分 空白〕 の 道途に 心からなる 拍手 をお 送 

りいた します。 
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